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1 緒     言

単位面積当りの気孔数 (以後単に気
=L数
と略す )は土壌

の水分状態により影響を受けるとされており, ソンゴ樹で

も湿潤地に生育しているものは乾燥地に生育しているもの

よりも気孔数の少ないことが報告されている

'著

者らはこ

の現象を利用することによって, ,ン ゴ葉の気子L数の多少

からリンゴ樹の水分状態を見出すことができるのではない

かと考え,そのための予備試験として,気孔数の品種間差異

及び種々の条件下で生育している,ン ゴ樹の生育と気孔数

との関係を調査した。

2 実験材料及び方法

気孔数の品種間差異 : 当場品種見本園に裁植されてい

るM26台 0～ 4年生の2倍体品種26種,3倍体品種 2種に

ついて,生育のそろつている樹を1品種につき5～ 15樹選

び, 1樹当り5枚採葉した。

同一園地における樹による差異 : 当場で同一条件で裁

培されている36年生国光29樹から1樹当り25枚採葉した。

上壌の違いが気孔数に及ぼす影響 : 当場で植穴 (60m
×60伽 )に沖積土壌と火山灰土壌を入れたものに生育して

いる4年生ふじ(M26台 )5樹より,1樹 当り5枚計25枚

採葉した。

N供給量が気孔数に及ぼす影響  ふじ1年生 (マルバ

台)を ,N濃度が 10,40,80 ppm(他の要素は各区共通 )

で水耕裁培 した。供試本数は 1区 4本で採葉枚数は1区 9

～ 12枚である。

いずれの試験においても,採葉部位は新槍中位葉で, 9

月下旬から10月上旬にかけて採葉した。気子L数は葉の裏側

中央部付近を,セ ロハンテープで毛をはぎとつた後,ス ン

プ法でプリントし視野07852′ の顕微鏡で計測し,″燒当り

の数で表わした。

3 結 果 及 び 考察

気子L数の品種間差異 :  28品 種について気子L数 を調査

した結果を表 1に示 した。3倍体品種は 2倍体品種より

も気孔数が少なく, 2倍体品種ではデツ系で少なく印度で

多く,気孔数に品種間差が認められた。 S LACK3)も 4種

の品種について気子L数 を調査し品種間差異のあることを認

めている。表1で示した気孔数は,その年の土壌水分状態

で変化するものと思われるので,今後この点について継続

調査するつもりである。
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表 1 気
=L数
の品種間差異
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同一園地における気孔数の樹による差異  36年生国光
29樹について調査した結果,表 2に示したょうに同一の土

壌水分環境にあると思われる条件下でも樹によつて違いが

認められた。 リンゴ樹は同一口においても,果実着果量の
多少,剪定の強弱,紋羽病や腐らん病による罹病程度によ
つて樹嚇に大きな違いがみられることが多く,樹によって

養水分の吸収に違いがみられるものと考えられる。しかし

今回の調査では,樹勢を示す指標の 1つである新槍長と気
孔数との間には有意な関係がみられなかつた。気子L数 との

間に有意な関係がみられたのは果実収量で (r_o397*)
あつたが,果実収量は前年に形成される花芽の量や枝量の

影響が大きく,気孔数と果実収量との関係が安定したもの

か否かについて継続調査が必要である。

表 2 同一園地内の樹の気7LA(36年 生国光 )

土壌の違いが気子L数に及ぼす影響: 火山灰土壌及び沖
積土壌でのリンゴ樹の生育量と気孔数を表3に示 した。 リ

ンゴ樹の生育量は沖積土壌でよく,火山灰土壌で劣った。
気孔数は火山灰土壌で生育しているリンゴ樹が多がった。

表 6 気子L数 と土壌のちがい (4年生ふじ/M26)

注. *8月上旬採葉。

N供給量が気子L数に及ぼす影響 : N供給量とリンゴ樹

の生育及び気孔数との関係を表 4に示した。 N供給量をま

すと生育量は増大し,葉中N濃度は高まるが,気子L敷への

影響は明らかでなかつた。cIェ LDERS等 つは 2年生旭を
N欠除培養液で砂耕栽培 した結果,一 N区の気孔数が,+
N区よりも著しく増加したと報告している。著者らは N欠

除区をもうけなかつたのでCI工 LDE RS等の結果を確認で

きなかつた。

4 摘     要

単位面積当りの気孔数が栄養診断の指標になり得るかを

検討するための予備試験として,下記の項目について調査
した。供試葉はいずれの試験とも新給中位葉である。

1 気孔数の品種間差異
28品種について調査した結果,気子L数に品種間差が認め

られた。

2 同一園地内における樹による差異
当場の36年生国光29樹について調査した結果,樹 によ
って差があった。

3 土壌の違いが気孔数に及ぼす影響
当場で火山灰土壌と沖積土壌の植穴 (60の X60m)に 生
育している4年生ふじ(M26台 )を調査した結果,生育量
の劣る火山灰土壌の樹で気子L数 が多かった。

4 N供給量が気孔数に及ぼす影響
1年生ふじ(マ ルバ台)を N濃度を変えて水耕裁培した

ところ, N供給量を増すと生育量は増大するが,気孔数へ
の影響は明らかでなかった。
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土壌の種類

火山灰土壌

沖 積 土 壌
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